
別紙１ 

    

実証実験で実施した主な機能 

実証実験は、新宿南口交通ターミナル（バスタ新宿）の一部区域の警戒強化に有効と思

われる以下の機能を実施しました。 

各事業者によって様々な技術を応用していますが、機能毎に実施された実験の一例を以

下に示します。 

①不審人物の顔認証による検知・自動通報 

実験用に予め登録する人物の通行を顔認証により検知する【一例】 

  

②不審物の置き去り検知・自動通報 

 一定時間放置された物体を検知する【一例】 

  

③不審行動の検知・自動通報 

 群衆の通常行動に対して異常な行動をとった人物を検知する【一例】 

  

④不審人物、不審行動者の自動追尾 

 不審人物や不審行動者を現場に設置するカメラで自動的に追尾する【一例】 

 

例：掴み合いしている動作を検知 

不審行動者を他者と区別して
継続して検知（追尾） 

置き去り荷物を検知 

置き去り荷物を検知 

登録した人物と同一

人物を検知 


